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Abstract: 本研究では、医療従事者が電子カルテの入力業務をより効率的に行うことを目的とし、音声による
入力インタフェースを構築する。従来のキーボード入力に比べ、音声入力はより迅速かつ自然な入力方法であ
り、医療従事者の負担軽減につながると期待される。本研究では、実用的なシステムの実現に向け、電子カル
テ作成のための音声入力インタフェースを提案する。提案するインタフェースでは、医療従事者の発話音声を
認識した後、大規模言語モデルによって電子カルテの各入力項目に従い認識された文を整形することによって、
効率的な電子カルテ入力を実現する。

1 はじめに
近年、音声認識の技術は幅広い分野で導入されるよう

になっている。SiriやAlexaといったバーチャルアシス
タントやAIスピーカーなどが代表的な例である。また
最近ではコールセンターでのお客様対応や、テレビの字
幕作成などでも導入されるようになり、ますます導入の
幅を広げている。しかし日本の医療分野においては依然
として導入されていないというのが現状である。すでに
アメリカでは手術の現場で音声認識の技術が導入され
ており [1]、日本の医療分野における IT化が遅れをとっ
ていることがわかる。音声認識技術を医療分野に導入す
ることで効率をあげることができるだけでなく、手動入
力によるヒューマンエラーを未然に防ぐことも可能とな
る。また、現在の病院の課題として、回診時での電子カ
ルテ入力の手間が挙げられる。回診中に電子カルテに入
力を行うことは、患者の機嫌を損ねることにつながる。
回診後に電子カルテ入力を行うためにはメモを取る必
要があり、効率性、正確性ともに問題がある。
本稿では以降「音声によって入力される、項目別の入

力を行うために必要な文」を「音声入力文」、「音声入
力文をカルテ項目に分けること」を「構造化」とそれぞ
れ表現する。
本研究では、実用的なシステムの実現に向け、電子カ

ルテ作成のための音声入力インタフェースを提案する。
人間はキーボード入力よりも音声入力の方が速いとい
う研究結果がある [2]。この事実を考えれば、選択肢か
らの選択や郵便番号からの住所自動入力といった効率
化手段に加え、音声入力を組み合わせることで、入力の
効率化をより一層進めることが可能だと考えられる。一
方、多種多様なアプリケーションで項目別入力の機会は
頻繁にあり、個人情報を要求するフォームや電子カルテ
はその代表的な例である。しかし、多数の項目を 1つず
つ音声入力するのは項目選択が必要となり効率が悪い。
そこでいくつかの項目内容を 1度に含む音声入力文から
構造化し自動で項目別に分けることとする。このような
構造化を伴う音声入力インタフェースを構築する場合、
図 1のような流れとなる。

図 1: 構造化を伴う音声入力インタフェースの流れ

より効率性、正確性の高い構造化を伴う音声入力イン
タフェースを構築するためには以下の要素を考慮する必
要がある。

• 音声入力文の認識結果と構造化結果をどのように
連携するか

• どのように構造化するか

本研究では上記 2点を考慮した音声による項目別自
動入力インタフェースの構築を図る。

2 システムの基本構成
本研究では、看護師が検温時もしくは検温後に音声に
よって電子カルテ項目を入力するシステムを実装する。
このシステムは、音声入力文の認識結果を構造化し、構
造化されたカルテ項目を手直しして、問題がなければ電
子カルテシステムに送信することを想定している。シス
テムはWeb上で動作し、デスクトップ端末やモバイル
端末など、Webが動作する環境であればどこからでも
アクセスすることが可能である。
本システムの利用の流れを図 2に示す。看護師が音声
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入力を行うと、音声入力文の認識結果と構造化結果が表
示される、なお、音声入力文が入力され終わったタイミ
ングで自動で構造化される。看護師は構造化結果を確認
し、必要に応じて修正し電子カルテシステムに送信す
る。認識結果文を直接編集することも可能である。
本システムの音声認識部分には、Web Speech API

[3] を用いる。Web Speech API は World Wide Web

Consortium (W3C)が策定した APIであり、ブラウザ
からストリーミング音声認識を利用することができる。
本システムの構造化サーバー部分には、ルールベース

の構造化を行う疑似的なサーバーもしくは大規模言語
モデルを用いる。ルールベースの構造化におけるプロセ
スは、予め設定された特定のルールに従って音声入力文
の認識結果を解析し、それらを構造化するというもので
ある。具体的には、「体調は」というフレーズがテキス
ト中に存在するとき、その文は体調に関連しているとい
う規則を設ける。この規則に従って、文が体調に関連し
ているか否かを判断し、それに基づきデータを構造化す
る。大規模言語モデルとは大量のテキストデータとパラ
メータ数によって学習された機械学習モデルで質問応答
や文章生成を可能にする。3.1節と 3.2節で提案する手
法ではルールベースの構造化を行う疑似的なサーバー
を用いる。ルールベースの構造化を行う疑似的なサー
バーは、実際には通信処理は行わず、Webブラウザ上
で構造化する。
本システムのインタフェースを図 3に示す。画面上部

には音声入力文の認識結果が、画面下部には追加、編

図 2: システム利用の流れ

図 3: システムのインタフェース

集、削除が可能な各カルテ項目の構造化結果がそれぞれ
配置されている。カルテ項目には一般的な電子カルテで
使用されるバイタルサインを採用する。なお、各カルテ
項目は 3.1節の提案手法を除き複数の結果を保持するこ
とができる。例えば図 3のように、音声入力文に体温に
関して複数回言及されていた場合、体温項目には複数の
結果が表示される。

3 提案手法
本研究では音声入力文の構造化による項目別自動入
力法として、医療従事者が電子カルテの入力を想定し
たインタフェース構築手法を 3つ提案する。なお、3.1

節、3.2節ではルールベースの構造化、3.3節では大規
模言語モデルによる構造化を採用する。
3.1 音声入力文終端挿入による変更同期手法
同じ項目の内容が複数回見つかった場合、構造化結果
には音声入力文中の最も後方に位置する関連内容が入
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る。例えば「体温 36.6度で平熱です。あ、間違えた、体
温は 36.8度です」といった入力があった場合には体温
の項目には「36.8度」が入る。また、構造化後の項目を
編集した際には、対応する文は音声入力文の最後に挿入
される（図 4）。この仕様により、最初に入力される音
声入力文は項目別の編集により変更されることはない。

3.2 参照による音声入力文・カルテ項目同期手法
構造化結果は音声入力文の一部とリンクして参照す

る。カルテ項目と音声入力文の状態が同期されるため、
音声入力文、項目別のいずれかを編集・削除した際にそ
の変更が互いに直接反映される（図 4）。

3.3 大規模言語モデルを利用する手法
構造化サーバー部分に Chat Generative Pre-trained

Transformer (ChatGPT) を用いる。ChatGPT とは、
OpenAI が 2022 年 11 月に公開した人工知能チャット
ボットで大規模言語モデルである GPT-3 [4][5][6]を基
に構築されている。今回は 2023年 6月現在利用可能で
ある GPT-3.5を使用する。
音声入力文の認識結果と電子カルテ項目をもとにプロ

ンプトを作成し、ChatGPTに送信することによって、
構造化を行う。図 5にプロンプトと ChatGPTのレス
ポンス例を示す。プロンプトに JSON形式のフォーマッ
ト命令を入れることによって、ChatGPTのレスポンス
を JSONに変換しやすい形にしている。なお、受け取る
JSONの各項目は全て配列を指定することにより、複数
の構造化結果を保持することができるようになる。
この手法では 3.2節の手法のように音声入力文とカル

テ項目の同期は行わない。音声入力文の入力が終わった
際、即時にChatGPTへプロンプトの送信が行われ、正
常に構造化結果が行われれば音声入力文内容はリセット
される。ユーザーの労力は最小限に抑えられるべきであ
るため [7]、構造化を行うためのボタンなどは配置せず、
音声入力が終わったタイミングで自動で構造化までの
処理が行われる。編集は各カルテ項目からのみ行うこと
を想定しており、その結果は音声入力文には反映されな
い。これは構造化が音声入力文の単純な参照ではなく、
より高度な変更を伴うためである。図 5のように、プ
ロンプト経由でフォーマットのルールを設定することが
できる。具体的には文末を整えるというルールを設定す
ることにより、本文の「体調は回復に向かっており」か
ら体調項目に「回復に向かっている」を抽出するといっ
たことが可能となる。

4 考察
3.1節の提案手法は音声入力文に手を加えないため、
音声入力文の情報を失わないという利点がある一方で、
構造化結果を複数保持できず且つ構造化結果は音声入
力文の後方が優先されるため、不本意な編集に気づかず
電子カルテに送信してしまう可能性があるという欠点
がある。加えて項目別の編集内容は音声入力文の末尾に
挿入されるため、編集回数が増えると音声入力文が肥大
化してしまうという問題がある。
3.2節の提案手法では複数の構造化結果を所持するこ
とができるため構造化結果の確認を誤る可能性は低く
なっている。項目別編集を行った際にも音声入力文に直
接変更が反映されるため、音声入力文が肥大化するとい
う問題もない。一方で音声入力文に変更が加えられるた
め、3.1節の提案手法に比べて音声入力文の情報が失わ
れてしまう可能性は高くなる。
3.3節の提案手法では大規模言語モデルを用いること
により、高度な構造化を行うことができる。プロンプト
を変更することによってカルテ項目や構造化のルール
を容易に変更することができるため、ルールベースに比
べて、開発コスト、柔軟性、拡張性に優れている。プロ
ンプト経由で各カルテ項目のルールを反映することが
できるため、より安全なシステムを構築することがで
きる。一方で大規模言語モデルを利用しているために
いくつかの制約が伴う。ルールベースの手法に比べて、
大規模言語モデルによる構造化プロセスは時間を要す
るという欠点がある。特に構造化に高度な分析が必要な
場合、更なる時間がかかる。さらに、この手法は音声入
力文と構造化結果を同期させることが困難であるため、
構造化過程において何らかの問題が生じた場合、その認
識が難しいという課題がある。これは、提案システムの
可用性と効率性を低下させる可能性がある。また、大規
模言語モデルを構造化サーバーとして利用する際には、
経済的な観点や個人情報の保護といった側面を慎重に考
慮する必要がある。これは、言語モデルの利用料金や、
ユーザーのプライバシーに関わる情報の取り扱いに関
連している。したがって、これらの制約は本手法の採用
における重要な課題となる。

5 結論
本研究では、医療従事者が電子カルテの入力業務をよ
り効率的に行うための音声入力を活用したインタフェー
スの構築を図った。音声入力を活用した項目別自動入力
インタフェースを 3つ提案することにより、項目別の入
力への音声入力の活用の活用性を示した。
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図 4: 音声入力変更同期の例 (左: 音声入力文終端挿入による同期, 右: 音声入力文参照による同期)

図 5: ChatGPTに送信するプロンプトとレスポンス例

今後は看護師の協力のもと、3つの提案手法と手入力
による電子カルテ入力の速度比較を行う予定である。ま
た、本研究では音声認識部分にWeb Speech APIを使
用したが、電子カルテ入力業務に特化した音声認識モデ
ルを使用することにより、病院での実導入を想定したシ

ステムを構築する。
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